
　　　　

2025 年 1 月 15 日

10 時 30 分から 19 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス　グリーンヒルキッズ 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念
利用児童が、楽しく明るい空気感の中で、遊びを通じた療育活動・運動活動・学習活動・音楽・創作活動・体験活動などの支援を提供する。関係機関との連携のもと、子ども達にとって放課後の心地よい居
場所を目指す。

支援方針
利用者のニーズに応じた個別支援計画を作成し、その計画に基づきながら在宅の利用者が住み慣れた地域での生活が送れるように、療育・運動・学習・音楽・各種体験活動等の支援を行う。
年齢や障がい特性に応じ、生活支援及び日中活動支援を積極的に行うと共に、家族等の身体的・精神的な負担を軽減するために、総合的なニーズを確認していきながら計画的にサービスを提供する。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

体調管理を含め、水分補給、衣服の調節、手洗いなどを心がける意識の取り組みを支援します。生活リズムや学校での環境の変化に心身共に安定して過ごせるようにメリハリをつけながら
支援します。挨拶、衣服の着脱を練習をすることで、自立にむけた取り組みを行います。集中して活動ができるように、環境を整えます。早食べにならないように間隔を開ける工夫やよく
噛むことへの声かけを行います。排泄が自立できるように絵カードを用いたり手順、マナーなどわかりやすく取り組める支援をします。

集団での取り組みと個別での活動時間を設けます。具体的な活動内容をスケジュール化して見通しをたて取り組みやすい工夫を行います。遊びを通した療育活動「ブロック等を使った創造
力の育成・バランスボード・トランポリン等の運動具を使った感覚統合を経験することで不安なく苦手意識から意欲的な行動に繋がるように支援します。学習教材・数字や言葉等、生活の
中で使うことのできる力の育成、ミュージックケア、リトミック活動等を通しリズム力の育成など共に情緒面のケアを行ないます。

”着席”“よく見る”“話を聞く”“嫌なことへも頑張”等、課題に向かう、学習の姿勢を支援します。「頑張ってよかった」と感じるような関わり方や内容を工夫します。また、情報を
適切に処理、コミュニケーションの難しさから生ずる行動の予防方法を考えます。待つ時間や余暇の過ごし方、工作等制作・四季の品物の作成・書道体験等個別の制作活動・おやつ作りや
買い物などの体験を支援します。

“要求”“報告”“聴く”“模倣”“観察する”など、自分も周りも大切にするコミュニケーションを学びます。言葉だけでなく、言葉や絵カード・映像等を使用してソーシャルスキルト
レーニングの実践「教示・モデリング・リハーサル・フィールドバック・般化」等、子どもに合った方法を一緒に考えます。共感、共通の話題で他者との関りが楽しく思えるような支援を
します。

「ありがとう」「ごめんなさい」などの言葉が相手にスムーズに言えることで、人間関係が築けるようなきっかけ作りを行います。ごっご遊びやルール遊びに参加し役割やルールに応じた
行動を身につけ集団に参加することができるように支援します。自分が思うようにならなかった時や失敗した時は気持ちに寄り添いながら、時には代弁し自分で落ち着けるように方法を一
緒に考えたり、時には環境を整えたりします。物事を自分で考えたり、自分で決めたり「自己決定」できる力がつくように支援します。

主な行事等

４月　お花見　５月　子どもの日ピクニック　６月　じゃがいも掘り　７月　七夕祭り/工場・博物館見学　８月　夏祭り/プール遊び/デイキャンプ　９月　世代間交流会　　　　　１０
月　ハロウィン　１１月　野菜収穫/『朗読劇と音楽の集い』参加　１２月　クリスマス/お餅つき　１月　昔あそび会　２月　豆まき　　　３月　ひな祭り

家族支援

月１回茶話会を実施し、ご家族の生活状況やお困りごとを話せる機会を作る。交流デイ
キャンプ等を通じ、ご家族に対する相談・支援を行い、家族のもつニーズの掘り起こ
し、サービスに対しての疑問等の解消に努めます。

移行支援

学校選びや入学試験の対策等の進学のサポートをします。ご家庭や併用事
業所、学校などでの様子や変化を情報共有し連携を図りながら支援を行い
ます。

地域支援・地域連携

図書館など地域の公共施設を利用し、地域資源を活用する。地域の団体や学校、福祉
サービスと連携し、包括的な支援体制を整える。地域・法人内の他事業所と連携し防災
訓練や緊急支援ネットワークを構築し、災害時の対応力を高めます。

職員の質の向上

新人(中途)研修・福祉制度研修・事故対策研修・医療・健康管理・感染症
対策研修・虐待及び身体拘束に関する研修・スキルアップ研修（OJT,事例
検討含む）等・内部研修及び外部研修への参加に努めています。


